
第 15祇 絶 目 次

原 著

1.Pyrocinに放て.

2･良男の非力掬に関する研究.1･ビレトリ./に対すると′キ享ンの共力効果に

3.濃紫の共力剤に関する研究.2.ビレトリ･/に対するェコ●ノー ル及びェ3'油の

共力効果に裁てJ

払 非 正 江 1- a)

松 原 弘 泣 21- 23

放 尿 弘 道 23二28

4･はなやりのきの有効成分の研究･4:GrayanlotoxinlIのKMnO･酸化に就

七･ -- ･････-一-- ･･.･･- -■′--････r･･'･･;.･････_････中 島 稔･宮 島 式 部 28-T30
5.はなひりのきの有効成分の研究.5.1Grayanotoxinpllの加里愉掛こ就て.

中島 稔.宮島式郎,幻hit聴七,岩佐頓書 30-31

6･IllIC及その近鉄物質の分子柄法に関する研究･1･a-BHC,8-13HC.トBHC,
α-MonochlorohenzeneHexachloridc,0-DichlorobezeneIIexachloride

･及び β--p-Dichlorobenzencllexac'hlorideくり分子柿法に就て.

大岩授啓,･山刀長一.沢田昌之,非上道子,大野 稔 32.- 39

7.高等植物qJR虫性に関する研究.1.予試験的繰索について.

山口-翠,鈴木 払 佐々 学,飯田鈴吉 ′39- 461

8･Dr)T粉剤のイエ),'ェ成却こたいする苛性につL/て･ とくに脱塩療法による

.p,p′-DDT定立結果との比較.殺虫剤の生物試執こかんする研究:餌TX執

長 '沢 純 夫.高 野 ･武 之 助 46-53

∩.昆虫?燃読流に由する抵抗性に及ぼす栄養状態の影矧 こついて. ････-･･･.宕 庵 暫 丸 53- 61

10.高等柄物の殺虫性に関する飢死.'2.枝物設虫成分-鹿的検索法の設定とこれ L

に よる殺虫拭晩成紺 こついて.･･･-･･･山口｣孝.鈴木 狂,片山初凪 佐々 象 飯田鈴音 621 70

ll.校帆剤の除定法に就て.

12.寄主と寄生蜂の手陀 作FTJ./
13･淡絶佳素砥粒のアギキ･/ウムシにたいする致死作用, と-くに粒皮との詞係に

ついて (予報) いわゆる不活性物質伐粉の昆虫にたいする致死作mにかんす

る研究.約2報.

池 田 安 之 助 7l- 72､

勘 辺 幅 二､ 73-79

長 沢 純 夫＼79T 85

1寸.13IIC及びその近鞍物質の分子稲造に関する研究.2.7J-Morn.Ochlorobrenzene

llexachlorideの分子邪法に就て:･･-.････--･/･･･--･-大岩俊彦,山EEl遇-,大野 稔 86-88
15.芳香族-占ヂy化合物の化学構法と殺虫力に関する研究.･5.1汀王C塩素化物

沢田昌之.大岩俊彦,大野 稔 89- 93一に就て.･･･････････-)

16･lHIC鎌効成分の利肘に園する研究･-- ･- ･･･中島 稔,嘩口 幹,宗野玉穂,杉浦~形 93-95

･ 17･2,4ふ Tに依る水田雄草防除試臥 (予紛 ･-･,-･---･･.-･-.･- ････枯 木 邦 71.I9-I- 97
18.Bl‡C各異性体及び近株化合癌の構法とアルカリによる脱塩頓反屯に紀で.Il.

こ くポ■-ヲログ･ラフ法に伐る良男の研究 V)･･････････-,∴･･-申F. 私 大久作別 と._勝村安行 ひ7-109

'19･節2化卯 )±化摂虫による科の被抑 こついて･(-T･m). -･-････'-････.･-:･ '打 .* 桁 三 110-114

20.γ-lHICの分子描法に就そ.- -･････J･･-･････--･-- 申 払 稔,火 LL 位 汚 114-117

-22.招性瓦糊の;'J力にかんする歎正的耶死.1.現敬一死亡率仙税について.

･河 野 述､瓜･内 ･Bl 位 郎 1qJ -133

盟.凸粥の物理化学的謂性Tlに田する即死.1.粉剤及びその担体の実朋的諦性fT

の測句法について. 小 _凹 仲 彬,林一 正 134-140

24.濃紫の物甜 ヒ学的謂性m =関する研究.2.各社製粉剤及び担体の諸性質.

小田仲彬.原凹 稔｢班 伐- 140-148

25.mIC合成反応に放ける波長の彩管と光忠子生成率に就Ltて. ---･･-- 上 Im :敬 治 149-155

21.殺虫剤の連合作肘に関する研究.1. SAfrol祢 詩体の Pyrethrinsに対す

る協力作mに就て.㌔ 小 野 正 光 153-170

261-I



､ 酪 虫 科 学 解 15･由

27･殺虫剤の連合作用に関する研究･2･LSaf,rol誘導体の Pyrethiinsに対す

る協力作用t_=ついて. 中 山 弘 _尖 lL71-175I

9J3･mICに依る崇象防除に関するqr･究･､1･･-･-･･･:･･･};･･･中 島.t 稔･･大 久 保 逮 雄 ･175-178
29.山形づyトナイトのアズキゾウ息シにたいする致死作用. -

とくに粒度との関係についrL いわゆる不活性物質故粉の昆虫にたいする致 ､
柁作血 こかんする研究.｡茄3線.････--･･-･.･-････-- 長 沢 純 夫.捷 鴇 千 鶴 子4178-180

30･liHC異性体及びその近株物質の双睦子能率に就いて･･･---森野米三,宮川一郎,木岩伐彦 181-189
3'.).白樺油の殺虫成分について 1.(高等縫物の殺虫性に関するm･兜.3二)･ ′ 一

山口-孝,庄司初枝.鈴木 托 1931200

33.BCIiの工業的製法も基礎研究.4.､(BITCの合成に関する研究.5.)■_
血 崎 放 免 笠 庶 三 千 11j:201-I212

34･蚊取線香の校定書手ついて∴(殺虫剤の生物試酸に関する研究:X)
長沢純九 位凹史助,平位省三 212-217

33.苗代の昆虫群朱と英数丑に及ぼす飴風の影響(苗代の昆虫群衆に園する研究.

36..家弧の仰転及び致死に対する Safrol誘導体の Pyrethrins協力効果につい

て･(殺虫剤の迎合作用に園する研究･3)
由 紀

21.BIIC文献の抄鐘 3.

松 沢 光 218-222

中 山 弘 弟 223-.239

抗 日 昌 之 118-121

31･除虫菊剤の詩作月順 構1･(昆虫iB物学の詫間抱Ⅰ･)･･･.････--- ･/･-- 酒 井 癌 六 189-1fJ4

37･除虫菊剤の巧作用機柿 2･ (昆虫藩晩学の諮問臥 1･)- ･･･---:･---.酒 非･括六 'BOJB6 ､

秒 銀 ,

DDTの殺虫作f71(J.R.Busyine)

ショウショウ,,'よの体色と殺虫力.(lI.KalJnuS)

除虫菊の協力剤 (P･G･Piguett,lu Ⅰ･Nelson,j ndE･lt･Mcgovran,)

t

.＼

′＼

＼'_)朗 ､

I



TABI.EOFCONTEN℡さ

ORIOIFAL8

I.StudiesonPvr∝J'n,anewCOrnPOllndfoundinthedrydi●still一

･ltionproductsoLPyrcthrumextractandPyrethrum'Llowcrs.- MasanaoMATSUr '1-20

2.StudiesonsyncrgjstforinsecticidesI.Onthesyncrgisticactio'n′′■
ofHinokininWithPyrethrins･-･･--･･･--････-･--･･HiromichiMArL･StlZIARrA 21123

3･Studiesonsynergistforinsecticidesll.Onthe symergistic.

aCtion･of'Egonol,andEgoseedoilWithPyrethrins･- ･ HiromichiMAT･StlJlAR'̂ 231 28

4.Studiesontheactivepririciple_sof"Lc･LCOf7toeGrayana'･4.

MinoroN̂ K̂ZnIA皮ShikiroMIYA2;lIl̂ 28-30

5.Studieson･theactiveprinciplesor′Le'LCOthoeenya'7LZ'.5.I
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--････････-∴!･････- 二･･.KazutakaŶ - Ucllr･.llatucS-【o【r&TakeshiSuzUJEI195-200
33･Preliminaryexperimcp-t-onthenl叩ufaeture･ofBIIC4.-/

Studies-IonI_he-synthesis-ofBHC･5･-･･二･Tadao,K̂LIr"̂E'.&MichiyoK̂ sAlIAK･､201-212

･31･Ontheinspectionofmosquitocideince占se.∫studiesonthebio-

' logicalassayofinsecticides.10.-SumioNAGAŜŴ,~shiroSUMT.～-T&.Sh'bzoHIR.1ト212-217

33･OLltheinsect-as岳Ociationintheliceplantnersery-andtheeffect

oftyphoonuponthequantity,ofthe血:preliminaryreport.･･･川 roshiMATSUZ.･uV̂ 218-2T.y2

36･On■th占synergisticactionofsafrolderivatidnforprethrinstO

-kpockdow占.andmortalityagainsttheadult-ofthe commoln ･ l

T10uSeflyI(MuscaJdomestica).Studiesponth-eJoint-左ction'ininsect

icide.3.

′

HiromiNAIrAYANA 2:a-230

REVrEW8㌧ _

:21･AthirddigestandlistofpublicationsoT)benzenehとⅩachloride･MasayukiHAAfAJ,A 113-121

ー31･Mechanism ofintoxicationofpyret'hrum.insecticides･l･- -･SeirokuSAKAI

37･Mechanism_ofintoxieationofpyrejhrum insecticides-･2.･{･-･Scirok､lSAtEAITt～ : -. ･ ･ -r

264 t

Ea

1891104

230-236 ー


